
回転運動によって操作された原子核スピンの直接測定に成功
̶スピンを用いたナノメカニクス研究の加速へ̶

原理：外部からの回転運動と核スピンの相互作用
　　　（スピン回転相互作用）を用いる 結論：マクロな回転運動とミクロなスピンの

　　　相互作用を実証

開発した手法：核磁気共鳴法（NMR）により
　　　　　　　回転による信号のシフトを観測
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• スピン駆動の機械的機能素子
• 機械的運動によるスピン操作
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核スピンは立ち上がる！

（1/1000 兆メートルの世界）

回転させる

1. ナノスケールの物体にスピンを注入

2. 物体が回転する

今後の展開：スピン駆動ナノモーターの開発に期待

スピンメカトロニクスの創出

目的：2つのナノテクノロジー分野を融合
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